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汚染土壌電子管理システム（DENKAN）利用規約 

 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 本規約は、一般社団法人日本汚染土壌処理業協会（以下、「ＪＳＴＡ」という。）が

運営する汚染土壌電子管理システム（以下、「ＤＥＮＫＡＮ」という。）を第６条に規定す

る利用者（以下、「利用者」という。）が利用するために必要な手続き並びに利用方法等に

関する事項を定めたものである。 

２ ＤＥＮＫＡＮは、汚染土壌の搬出の段階から処理されるまでの間、汚染土壌の流れを適

正に管理し、処理土の追跡可能性を確保することで、汚染土壌の不適正な処理を防止する

とともに、事務作業の効率化、統計情報の把握等を行うことを目的とする。 

 

（本規約の変更） 

第２条 ＪＳＴＡは、ＤＥＮＫＡＮの運営上、必要な範囲において本規約を随時変更するこ

とができるものとする。この場合、ＪＳＴＡは、利用者に対し相当な手段で事前に通知し、

または公表するものとし、当該通知の日から起算して２０日以内に利用者から第１７条

の規定による解約の申出がない場合には、当該利用者につき本規約の改正が承諾された

ものとみなす。 

 

（運営） 

第３条 ＤＥＮＫＡＮの運営管理は、第三者機関である一般社団法人資源循環ネットワー

クのＤＥＮＫＡＮ情報管理センター（以下「情報管理センター」という）が行う。 

２ 情報管理センターは、ＤＥＮＫＡＮの利用に関して利用者に発生した損害に対し、責任

を負わない。ただし、情報管理センターの故意または重過失に基づく損害については、こ

の限りではない。 

３ 情報管理センターは、ＤＥＮＫＡＮに登録された情報を、情報管理センターが定めるサ

ーバーで管理し、利用者が、案件管理に関する情報を常時閲覧できるようにする。 

 

（権利の帰属） 

第４条 ＤＥＮＫＡＮを構成するプログラム、ソフトウェア、サービス、手続き、商標、商

号、また付随する技術などに関わる知的財産権その他の一切の権利は、ＪＳＴＡまたは情

報管理センターに帰属する。 
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２ 利用者は、ＤＥＮＫＡＮ上にアップロードした情報またはファイルについて、データ保

守の目的において複製しバックアップする権利を、情報管理センターに与えるものとす

る。 

 

（ＤＥＮＫＡＮの提供区域等） 

第５条  ＤＥＮＫＡＮの提供区域は、日本国内とする。 

２ 情報管理センターは、定期的なシステムメンテナンスのために、一時的にＤＥＮＫＡＮ

のサービスを停止することができる。ただし、情報管理センターは、事前にＤＥＮＫＡＮ

のホームページ上にメンテナンスの予定を掲示するものとする。 

３ 前項の規定にかかわらず、情報管理センターは、メンテナンスにあたり、前項ただし書

きにより掲示した予定時間を渡過する必要性が生じた場合、メンテナンス終了時間を延

長することができる。 

４ 第２項の規定にかかわらず、情報管理センターは、次の各号に定める場合、利用者に事

前に通知することなく、一時的にＤＥＮＫＡＮを中断することができる。 

（１）ＤＥＮＫＡＮの保守作業を行う緊急の必要がある場合 

（２）ＪＳＴＡまたは情報管理センターが運用上または技術上、ＤＥＮＫＡＮの一時的な中

断が必要と判断した場合 

（３）火災、停電、地震、噴火その他の天災及び戦争、テロ行為などの事情によりＤＥＮＫ

ＡＮの提供が困難な場合 

（４）その他不可抗力によりＤＥＮＫＡＮの提供が困難な場合 

 

第２章 ＤＥＮＫＡＮの利用契約手続 

（利用者） 

第６条 利用者とは、本規約を承諾の上、第７条で定める利用契約手続きが完了し、ＪＳＴ

ＡがＤＥＮＫＡＮの利用を承認した者をいう。 

 

（利用契約手続き） 

第７条 ＤＥＮＫＡＮの利用を開始しようとする者は、別紙１の利用申込書に記入の上、Ｊ

ＳＴＡへ提出する。 

２ ＪＳＴＡが前項に規定する利用申込を受領し、必要な手続きを完了してＪＳＴＡが利

用を承認した日（以下、「利用契約成立日」という。）に利用契約が成立するものとする。

ＪＳＴＡは、利用申込を受領後速やかにこの承認をするか否かについて利用申込をした

者に対して通知するように努める。 

３ 利用者は、前項に定める承認の通知を受けた後、ＤＥＮＫＡＮの利用を開始する日（以

下、「利用開始日」という。）を定め、情報管理センターに報告する。利用開始日は、利用

者が前項に定める承認の通知を受領した日から２週間以上経過した日を定めることを要
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する。 

４ 情報管理センターは、利用開始日を確認した後２週間を目途にログインＩＤ、パスワー

ドを通知する。ＪＳＴＡ及び情報管理センターは、別表１「ＤＥＮＫＡＮ利用機材等の準

備及び負担一覧」に定めるところに従い、同表で定める「ＤＥＮＫＡＮ利用機材」、及び

運搬車両等を登録したＩＣカード（以下、「ＤＥＮＫＡＮカード」という。）を利用者に交

付する。 

５ ＤＥＮＫＡＮ利用機材及びＤＥＮＫＡＮカードは、ＪＳＴＡから利用者に対して貸与

するものであり、利用者は、善良な管理者の注意義務をもって保管し、また、本規約に定

める目的外に使用してはならない。 

６ 通常の使用または初期不良によるＤＥＮＫＡＮ利用機材及びＤＥＮＫＡＮカードの故

障等があった場合、ＪＳＴＡは新たな機材を貸与する。 

７ 利用者の責に帰すべき事由によりＤＥＮＫＡＮ利用機材の修理が必要になった場合に

は、修理代金に相当する費用を弁償する。利用者の責によりＤＥＮＫＡＮ利用機材の紛失、

盗難、あるいは修理不能状態になった場合、利用者は機材の市場価格と同額を弁償する。 

８ 利用者は、ＤＥＮＫＡＮ利用機材を第三者に譲渡、転売、貸与してはならず、また、Ｊ

ＳＴＡの許可なく修理、改造をしてはならない。 

９ 利用者は、ＤＥＮＫＡＮ利用機材のアプリ、プログラム、その他電子的情報に改変を加

えること、その他類する行為をしてはならない。 

10 ＪＳＴＡ及び情報管理センターは、利用者が前３項に違反したことによって、当該利用

者が負った損害について、一切の責任を負わない。利用者は、前３項に違反したことによ

り、ＪＳＴＡ、情報管理センターまたはその他の第三者に生じた損害の一切を賠償する。 

 

第３章 利用者の責務等 

（ＤＥＮＫＡＮの利用方法） 

第８条 利用者は、最新版のＤＥＮＫＡＮユーザーマニュアル（以下、「ＤＥＮＫＡＮマニ

ュアル」という。）に従い、ＤＥＮＫＡＮを利用する義務を負う。 

２ 利用者がＤＥＮＫＡＮマニュアルに従わずにＤＥＮＫＡＮを使用したために、利用者

その他の者に、損害またはその他の不利益が発生した場合、ＪＳＴＡ及び情報管理センタ

ーは、一切の責任を負わないものとする。 

３ 利用者がＤＥＮＫＡＮマニュアルに従わずにＤＥＮＫＡＮを使用したために、第三者

に損害またはその他の不利益が発生した場合には、当該利用者は、第三者の損害またはそ

の他の不利益の賠償に務め、ＪＳＴＡ及び情報管理センターに一切の迷惑をかけてはな

らない。 

 

（ログインＩＤ及びパスワードの管理） 

第９条 利用者は、情報管理センターが交付するログインＩＤ及びパスワードの使用、管理
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ついて一切の責任を負う。 

２ 利用者のログインＩＤ及びパスワードが、他の第三者に使用されたことによって当該

利用者に損害が発生したとしても、ＪＳＴＡ及び情報管理センターは、当該利用者の故意

または過失の有無を問わず、一切の責任を負わないものとする。また、当該ログインＩＤ

及びパスワードによりなされたＤＥＮＫＡＮの利用は当該利用者によって行われたもの

とみなし、当該利用者は利用料の支払いその他一切の責任を負うものとする。 

３ 利用者は、ログインＩＤやパスワードが不明となった場合には、情報管理センターに申

し出て、情報管理センターの指示に従うものとする。 

 

（設備等） 

第１０条 利用者は、ＤＥＮＫＡＮを利用するにあたり、通信環境、電源及び重量インポー

トやトラックの発着管理に必要なパソコンを利用者の負担において準備するものとし、

ＤＥＮＫＡＮの運用に支障が生じないように、これらの機器等が正常に稼働するように

維持・管理する義務を負う。 

２ ＤＥＮＫＡＮの利用に際してかかる通信料・電気代は、別表１「ＤＥＮＫＡＮ利用機材

等の準備及び負担の一覧」に定める者が負担する。 

 

（登録料金・利用料金） 

第１１条 ＤＥＮＫＡＮの利用料金は、別表２「料金体系」によるものとする。 

２ 利用者は、前項の定めに従い、毎月末を締め日としてＪＳＴＡが作成、送付した請求書

に基づいて翌月末までに銀行振込により利用料金等の必要な費用を支払わなければなら

ない。ただし、利用者がＪＳＴＡとの間で別段の定めをした場合には、この限りではない。 

３ 利用者は利用料金等に係る消費税・振込み手数料等を負担するものとする。 

４ ＪＳＴＡは、支払われた登録料金及び利用料金等について、いかなる理由を問わず返還

しないものとする。 

 

（同時利用の特則） 

第１２条 複数の利用者（以下、「複数利用者」という。）が同一の者から依頼を受け、同一

の案件にあたり、同一の搬出現場の汚染土壌を処理する場合には、複数の利用者のうち案

件登録を行った利用者を「代表利用者」とする。ただし、複数利用者は、情報管理センタ

ーに対し連名で届け出ることにより、案件登録を行った利用者とは異なる利用者を代表

利用者とすることができる。 

２ 前項の場合には、前条１項の規定にかかわらず、別表２に定める「案件登録」及び「搬

出現場用端末レンタル料」の利用料金は、代表利用者についてのみに発生し、その他の複

数利用者には発生しないものとする。ただし、代表利用者が支払を怠った場合には、複数

利用者が連帯して支払う義務を負う 
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３ 代表利用者が第１項の搬出現場において担当する土壌の搬出を終え、それ以降当該搬

出現場の土壌の搬出を行わない場合、複数利用者のうち、当該時点以降も土壌の搬出を継

続する者達は、新たな代表利用者を定め、情報管理センターに報告しなければならない。 

 

（ＱＲコードの利用） 

第１３条 利用者が、コンテナＱＲコードを利用しようとする場合には、利用を予定する日

の２週間以上前に、情報管理センターに、所定の申請書により申請する。  

２ 情報センターは、前項の申請があった場合、申請書の受領後２週間以内に、コンテナ１

台につき３枚のコンテナ用ＱＲコードを発行する。 

 

（変更の申出） 

第１４条 利用者は、利用者名、代表名、住所、保管施設の名称または処理施設の名称を変

更する場合には、ＪＳＴＡに対し書面により申し出るものとする。 

２ 利用者名の変更は、次の場合に限り認める。 

（１）個人での登録にあっては、相続による場合、改名による場合。 

（２）法人での登録にあっては、合併・分割により契約を承継する場合、会社名を変更する

場合。 

 

（譲渡等の禁止） 

第１５条 利用者は、ＪＳＴＡの許可なしに、ＤＥＮＫＡＮの利用者として有する権利を

第三者に譲渡もしくは使用させてはならず、売買、名義変更、その他担保に供する等の

行為はできないものとする。 

 

（禁止行為） 

第１６条 利用者は、ＤＥＮＫＡＮを利用するにあたり、次の行為をしてはならない。 

（１）他の利用者のログインＩＤまたはパスワードを使用する行為 

（２）他の利用者または第三者に迷惑・不利益を与える行為 

（３）ＤＥＮＫＡＮシステムに支障をきたすおそれのある行為 

（４）ＤＥＮＫＡＮシステムの不備を利用する行為 

（５）ＤＥＮＫＡＮの信頼を損なうような行為 

（６）ＪＳＴＡ、情報管理センター、他の利用者または第三者の著作権その他の権利を侵害

する行為 

（７）ＪＳＴＡ、情報管理センター、他の利用者または第三者を誹謗、中傷する行為 

（８）ＪＳＴＡまたは情報管理センターの運営を妨げる行為 

（８）犯罪その他の公序良俗に反する行為及びそれに結びつく行為 

（１０）法令に違反する行為 
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（１１）その他ＪＳＴＡが不適当と判断した行為 

 

（解約） 

第１７条 利用者は、ＪＳＴＡに対し、書面により通知することにより、利用契約を解約す

ることができる。 

２ 前項の解約があった場合でも、利用者は、解約をした月の月末までの搬出現場用端末レ

ンタル料などの一切の費用を支払う義務があり、ＪＳＴＡは料金等の払い戻しを行うこと

を要しない。 

 

（指定区域における管理票の併用） 

第１８条 利用者は、土壌汚染対策法第２０条に定める管理票についての電子化が法定化

されるまでの間は、ＤＥＮＫＡＮを利用するのみでは、同法に定められた義務を果たした

といえないと判断され得ることを理解し、法の定めに従った管理票を併用しなければな

らない。 

 

第４章 登録情報等の取扱い 

（縦覧権） 

第１９条 情報管理センターは、利用者が登録した全情報（以下、「ＤＥＮＫＡＮ登録情報」

という。）の一切の情報を縦覧できる。 

２ ＪＳＴＡ及び利用者は、個々に与えられた閲覧権限に基づくデータのみを閲覧できる。 

３ 前項に定めるＪＳＴＡの閲覧権限については別表３「ＪＳＴＡの閲覧権限」に定める。 

 

（ＤＥＮＫＡＮデータの利用） 

第２０条 情報管理センターは、ＤＥＮＫＡＮの改善、その他のサービスを開発し提供する

ために、第１９条１項で得られたＤＥＮＫＡＮのデータ、その他ＤＥＮＫＡＮに関して得

られた情報を利用することができる。 

２ ＪＳＴＡは、有償・無償を問わず、統計情報を分析し、公表することができる。ただし、

公表する統計情報には、個々の利用者等（利用者及び登録案件に関わる第三者をいう。）

の個人情報、または個人が識別される情報が含まれないようにしなければならない。 

３ 適正処理の監査を行う機関が設立された場合には、情報管理センターは、当該機関に、

適正処理の監査に必要な情報を提供することができるものとする。 

 

 

（機密情報等の管理） 

第２１条 情報管理センターは、ＪＳＴＡとの間で締結する機密保持契約に従い、ＤＥＮＫ

ＡＮの運営上知り得た利用者の諸情報を第三者に漏えいすることのないよう適切に管理
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する。 

２ 情報管理センターは、従業員及びＤＥＮＫＡＮの業務上関連する企業に対し、前項の義

務を遵守させる。 

３ 情報管理センターは、当該利用者本人の承諾に基づく場合及び裁判所の令状に基づく

開示その他の法律上開示しなければならない場合は、ＤＥＮＫＡＮの運営上知り得た利

用者の諸情報を開示することができる。 

４ 情報管理センターは、ＤＥＮＫＡＮの業務上関連する企業と秘密保持契約を行い、契約

書写しをＪＳＴＡに提出するものとする。 

５ 本条の定めは、利用契約終了後も効力を有する。 

６ ＪＳＴＡは、情報管理センターによる個々の機密情報等の管理について、監督する義務

を負わず、情報漏えいにより利用者に生じた損害を賠償する義務を負わない。 

 

（データの不足についての対応） 

第２２条 利用者は、情報管理センターに対し、登録したデータに欠損または不備ある場合、

データの追加及び修正を依頼することができる。 

２ 情報管理センターは、前項に定める依頼を受けたときは、随時修正等の対応を行う。 

３ 情報管理センターは、登録データの変更を利用して不適正な土壌処理が行われること

を防止するため、第１項の依頼内容及び第２項の対応内容について必要な情報を保管す

る。 

４ 利用者は、利用者の登録したデータに誤りがあったことにより生じる一切の責任を負

う。 

 

第４章 ＪＳＴＡ及び情報管理センターの権利義務 

（利用契約の解除） 

第２３条 利用者が次の各号に該当する場合、ＪＳＴＡは、当該利用者に事前に通知または

勧告することなく、利用契約を解除し、またはＤＥＮＫＡＮの利用を一時停止することが

できる。 

（１）利用申込時に虚偽の申告をした場合 

（２）ＤＥＮＫＡＮに入力されている情報の改ざんをした場合 

（３）ログインＩＤまたはパスワードを不正に使用した場合 

（４）ＤＥＮＫＡＮの運営を妨害した場合 

（５）ＤＥＮＫＡＮシステムの不備を利用した場合 

（６）第２号から第５号に定める行為をしようとしているとＪＳＴＡが判断した場合 

（７）ＤＥＮＫＡＮの利用料金その他の債務の履行を遅滞し、または支払を拒んだ場合 

（８）利用者の指定した支払口座（振替口座）の利用が停止された場合 

（９）利用者に対する破産等の申立があった場合 
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（１０）本規約または本規約に基づく細則に違反した場合 

（１１）ＪＳＴＡまたは情報管理センターの名誉を著しく傷つけた場合 

（１２）その他ＪＳＴＡが利用者として不適当と判断した場合 

２ 前項の場合、利用者は、期限の利益を失い、当該時点で発生している利用料金等ＪＳＴ

Ａに対して負担する一切の債務を一括して履行するものとする。 

３ 第１項各号により、ＪＳＴＡまたは情報管理センターが損害を被った場合、ＪＳＴＡ及

び情報管理センターは、それぞれの被った損害の賠償を求めることができる。 

 

（ＤＥＮＫＡＮの変更） 

第２４条 ＪＳＴＡは、ＤＥＮＫＡＮのサービス内容を変更する必要が生じた場合には、Ｊ

ＳＴＡの判断に基づいて、サービス内容を変更することができるものとする。 

 

（ＤＥＮＫＡＮの廃止） 

第２５条 ＪＳＴＡは、廃止日を定め、ＤＥＮＫＡＮを廃止することができる。 

２ 前項に定める廃止日は、ＪＳＴＡが廃止の決定をした日から３か月以内の日とするこ

とはできない。 

３ ＪＳＴＡは、第１項の廃止をする場合、廃止日の３か月前から前項に定める日までの間、

継続してＤＥＮＫＡＮのホームページ上にＤＥＮＫＡＮを廃止する旨の掲示しなければ

ならない。 

 

第５章 その他 

（反社会的勢力の排除） 

第２６条 利用者は、現在かつ将来にわたり、反社会的勢力（暴力団、暴力団員、暴力団準

構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標榜ゴロまたは特殊知能暴力集団等、そ

の他これらに準ずる者をいう。）に該当しない者、また暴力的な要求行為、法的な責任を

超えた不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし暴力を用いる行為、風説を流布し

偽計を用いまたは威力を用いて信用を毀損しまたは業務を妨害する行為、その他これら

に準ずる行為を行わない者でなければならない。 

 

（問合せ対応） 

第２７条 ＤＥＮＫＡＮ利用上の問合せ対応は、情報管理センターが行う。 

２ 前項記載の問合せ先は、電話番号 093-616-8165、ＦＡＸ093-616-8150、メール

denkan@trace-recycle.or.jp とする。 

３ 第１項記載の問合せ受付時間は、午前９時から午後５時まで（土日祝日及びセンター指

定日を除く）とする。 

４ ＤＥＮＫＡＮのホームページのアドレスは、http:denkan.trace-recycle.or.jp とする。 
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（管轄裁判所） 

第２８条 利用者とＪＳＴＡとの間、または利用者と情報管理センターとの間で、本規約や

ＤＥＮＫＡＮの利用に関して訴訟の必要が生じた場合、管轄裁判所を東京地方裁判所と

する。 

 

附則 本規定は、平成 30 年４月１日から適用する。 
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機材の確保をすべき者 その他の準備等についての定め 備考

搬出現場用端末
ＪＳＴＡが準備し、利用者に貸与す
る。

利用者は、電源を確保し、電気料金を負担
する。

・予備機1台を含めて1現場あたり2台を貸与
する。

積替え保管施設用端末

処理施設用端末

情報センターが作成・送付する。
・登録車両1台・船舶1隻ごとに1枚必要とな
る。
・登録申請後2週間程度を目途に送付する。

情報センターが作成・送付する。
・コンテナ1台あたり3枚必要になる。
・登録申請後2週間程度を目途に送付する。

利用者が準備をする。
利用者は、電源及び通信手段を確保し、
電気料金・通信費を負担する。

・利用登録、案件登録、管理票情報の閲覧、
重量インポートをする場合に必要となる。

別表１．ＤＥＮＫＡＮ利用機材等の準備及び負担の一覧

パソコン

ＪＳＴＡが準備し、利用者に貸与す
る。

利用者は、電源及び通信手段を確保し、
電気料金・通信費を負担する。

・利用者は、申請時に、到着用・出発用のそ
れぞれ１台（合計2台）を設置をするか、1台で
到着用・出発用を切替えて利用するかを選択
する

機材

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ
利
用
機
材

ＤＥＮＫＡＮカード

コンテナ用ＱＲコード

項目 利用料金 条件等

利用者登録 無料

案件登録 1万円/案件

搬出現場用端末レンタル料 1万円/月 ＪＳＴＡが端末を貸与

車両・船舶登録 1千円/台・隻
情報センターがＤＥＮＫＡＮカード発行（送付）、紛失・破損による再発行も同料金。ただ
し、通常使用による劣化で読み取り不能になった場合は500円/枚

コンテナ用ＱＲコード
100または
200円/枚

コンテナ1台あたり3枚必要、マグネット付（主に陸送・海上輸送用）は200円/枚、マグ
ネットなし（主にＪＲ貨物用）は100円/枚

積替え保管施設登録 10万円/施設

処理施設登録 20万円/施設

システム利用料金 100円/回 搬出現場出発時、処理施設から二次処理施設への搬出時

※請求時には別途消費税が加算されます。

端末はＪＳＴＡが貸与、ただし端末通信費は利用者負担

別表２．料金体系
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閲覧
案件名 ×
案件番号 ○

氏名又は名称、法人にあっては代表者の氏名 ×
住所及び連絡先 ×
一次管理紐付け ×
氏名又は名称 ×
施工管理者権限区分 ×
氏名又は名称 ×
住所及び連絡先 ×
氏名又は名称 ×
住所及び連絡先 ×
交付担当者の氏名 ×
交付番号（固定文字列） ×
土壌汚染の原因 ×
土壌の荷姿 ○
処理方法 ○
期間 ×
案件状態 ×
溶出量基準超過 ○
第二溶出量基準超過 ○
含有量基準超過 ○
区域の指定等 ○
名称 ×
住所及び連絡先 ○ 市区町村まで
申し送り事項 ×
コンテナ使用の有無 ×
積替え場所又は保管場所 ○
名称 ○
住所及び連絡先 ○
許可番号 ○
申し送り事項 ○
コンテナ使用の有無 ○
名称 ○
住所及び連絡先 ○
受渡者名 ○
申し送り事項 ○

案件参照事業者 氏名又は名称 ×
案件備考 ×

閲覧
報告書作成期間 ×

事前届出情報名 ×
管理票交付者 ×
施工管理者 ×
運搬受託者 ×
処理受託者 ×
事前届出情報登録日 ×
事前届出番号 ×
登録担当者 ×
処理方法 ○
特定有害物質 ○
超過内容 ○
濃度等 ○
搬出場所 ○ 市区町村まで
積替え保管施設 ○
処理施設 ○
運搬区間 ○ 市区町村まで
運搬方法 ○
運搬車両等数 ○
合計重量 ○

別表３．JSTAの閲覧権限
案件登録情報

汚染土壌管理情報（報告書）

管理票交付者

施工管理者

運搬受託者

処理受託者

交付情報

汚染土壌の汚染状態

事前届出情報の概要

汚染状態

運搬・処理ルート

運搬・処理概要

汚染場所所在地

積替え又は保管場所

汚染土壌処理（受入）施設等


